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大学発名の特許出願実務の現状と課題
(知財大学  大学院工学研究科)　日本太郎・(同)学会花子 １Ａ12



Current status and issues in patent application practice for university-initiated names
Graduate School of Engineering, Chizai University
Nihon, Taro; Gakkai, Hanako

　特許出願・知的財産基本法

　2003年12月、知的財産基本法が公布され、2004年3月1日から施行された。これに伴い、知的財産戦略本部が設置され、大学関連発明の取り扱いについての取り扱いの指針が検討されることになっている。
　本報告では、大学発明の特許出願実務の現状と諸課題について検討する。
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